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平成２３年度SGST第４回定期研究会 議事録 

 
 
日時 ：平成 23 年 10 月 7 日(金) 16：00～17：30 
場所 ：名城大学 名駅サテライト 
出席者：近藤，渡辺（名城大），鈴木（愛工大），伊藤，北根，館石，廣畑（名大），奥村（名工大）， 

川西（豊田高専），木下（岐阜大），中野（愛知県），松井（名高速），野田， 
山田（中日本ﾊｲｳｪｲ），加藤（海洋架橋），岡本（ﾊﾟｼｺﾝ），川瀬，李（日中C）， 
杉山（杉山設計），鷲見（八千代ｴﾝｼﾞ），高橋（ｱｽｺ），大冨（近代設計）， 
加藤（中日本建設C），園部（JTS），安藤（－），原田（－），土橋（横河），神頭， 
加納（日車），織田，森田，松村，鈴木，菱川，尾関，中川，坂部，佐藤，森，山田， 
上田，伊藤，岩田，石原，中田，福岡，喜多川，種岡（瀧上），藤井，窪田（日鉄トピー） 

以上 50 名(敬称略)   
 

 

 

 

１．定期研究会（16:00～17:30） 

講演者：社団法人 日本橋梁建設協会 

技術委員会 床版小委員会 床版技術部会 

春日井 俊博 委員 （㈱横河ブリッジホールディングス） 

 

講演題目：「鋼・コンクリート合成床版の維持管理について」 

 
講演内容 

鋼・コンクリート合成床版は、少数主桁橋や開断面箱桁橋、細幅箱桁橋などの合理化構造へ

の適用性に優れ、高耐久性とコンクリート剥落防止などの特徴を有することから、各機関で広

く採用されている。合成床版の優れた耐久性を保証する上で重要なことは、建設時の工場製作

および場所打ちコンクリート施工における適切な品質管理とともに、供用後の点検項目とその

手法、補修・補強の要否の判定など維持管理体系が明確なことである。 
  本講演では、はじめに合成床版の開発の経緯と実績を紹介し、今後必要となる維持管理につ

いて、その方針と具体的な手法について解説された。さらに供用中の橋梁を対象とした各種非

破壊検査方法を用いた点検・調査事例を報告された。最後に、積雪寒冷地での防錆方法に関す

る最近の研究成果を紹介された。 
 

 
 

以上 東海構造研究グループ（SGST）事務局 // 
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